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まちのうごき

　10 月 25 日・11 月７日の２日間、市民交流プラザに
おいて「おいしいお話とおやつづくりの会」が開催され
ました。このイベントは、親子で食育をすすめるきっか
けになればと市内の年中児から小学校２年生までの子ど
もとその保護者を対象に行われたものです。
　当日は、食材が「体をつくる食材」「体の調子を整える
食材」「エネルギーのもとになる食材」に分かれ、それら
をバランスよく摂ることの大切さを学んだほか、かぼち
ゃのマッシュやりんごを使用したパンケーキをつくるな
ど、親子で食育の大切さについて学んでいまいた。

　10 月 17 日、滑川市産業研修センターにおいて、「滑川
市環境フェア 2015」が開催されました。
　会場では、家庭や事業所の壁面などにゴーヤなどのつ
る性植物を這わせ、その出来を競う緑のカーテンコンテ
ストの表彰式などが行われました。
　また、体験・参加コーナーでは、人力発電体験が人気で、
自転車や手ごきの発電機で蓄えた電力を使って射的やカ
ーレースを楽しむ親子の姿が見られ、会場を訪れた人た
ちは体験などをとおして楽しみながら環境保全について
理解を深めていました。

まちのうごき

　11 月５日、ほたるいかミュージアムの隣を流れるのぞ
み川で鮭の遡上が見られました。
　市内では、早月川で見られることの多い鮭の遡上。の
ぞみ川での遡上は珍しく、当日は 20 匹ほどの個体がパー
トナーとともに産卵床を形成する様子が見られました。
　鮭は短いもので１～２年、長いもので２～８年海洋生
活を送ったあと、産卵のため、生まれた川に戻る習性が
あります。のぞみ川で生まれ育った鮭が、再びのぞみ川
に戻ってくるといいですね。

　11 月 17 日、西地区コミュニティホールで子どもサミ
ットが開催されました。子どもサミットは、市内の小中学
校に通う児童・生徒の代表が集い、各校での取り組みや問
題になっていることなどを発表する場です。南部小６年・
杉本 衛さんが「滑川市を支える一員として意見を述べ、
実りあるサミットにしよう」と開会の言葉を述べたあと、
あいさつ運動の紹介や問題点、いじめを予防するための取
り組みなどが発表されました。最後は「なめりかわ子ども
のちかい」が子どもたちにより読み上げられ、一人ひとり
が思いやりの心を持つことが確認されました。

　市内で勤務する優良従業員の功労をたたえるとともに、
勤労意欲の増進と企業への定着意識の向上を目的として、
11 月 19 日に中小企業永年勤続優良従業員表彰を行い、
次の方々を表彰しました。
■受賞者
　新堀　晴夫さん（四間町）　　橋本　秀夫さん（赤　浜）
　尾島　涼子さん（富山市）　　高橋　友晴さん（富山市）
　井本　敏之さん（富山市）　　山保　信一さん（魚津市）
　佐々木亜紀さん（上市町）　　大井　　誠さん（魚津市）
　山澤　幸雄さん（魚津市）　　小善　勝行さん（大　掛）

食育って楽しいね

生命は巡りまた秋がきて 今私たちにできること

農業発展の功績をたたえ 働く人に感謝をこめて

　10 月 24 日・25 日に射水市で開催された「第 35 回
全国豊かな海づくり大会～富山大会～」にご臨席のため、
天皇皇后両陛下がご来県されました。大会では地元の漁
船が色とりどりの大漁旗を掲げ会場をパレードする歓迎
行事をご覧になられたほか、キジハタとヒラメの稚魚を
富山湾にご放流されました。
　大会終了後の 26 日には地方事情のご視察で本市をご訪
問されました。滑川ＩＣから滑川栽培漁業センターまで
の沿道に設けられた奉迎場所では、多くの市民が両陛下
をお迎えしました。

　両陛下は、サン・アビリティーズ滑川で上田市長、澤
谷県議、市議による奉迎を受けられたあと、滑川栽培漁
業センターに移動され、同施設ではノドグロやヒラメの
稚魚、エゾアワビの稚貝が育てられている水槽をご見学
されました。両陛下は職員から、ノドグロの名前の由来
について「口を開けると黒い薄皮がのど元についている
ため」だと説明を受けられました。皇后さまが水槽のな
かを泳ぐノドグロをご覧になられ、説明どおりのど元が
黒い様子をご確認されると「まあ、真っ黒」と興味深そ
うにご見学しておられました。

天皇皇后両陛下が本市にお越しになられました

環境保全の大切さ

いのち

　11 月 17 日に東京都で開催された農事功績表彰におい
て、石原 明さん（北野）が「緑白綬有功章」を受章され
ました。この受章は、野菜苗と花苗を組み合わせたモデル
的な施設園芸経営の実践や、野菜苗・花苗生産のリーダー
として、産地の育成・品質の高位平準化に努めるとともに、
県内産地の指導育成に寄与された功績が認められたもので
す。表彰式終了後の 11 月 19 日、受章の報告のため市長
を訪問。受章の喜びとともに、「後継者の育成や生産者へ
の支援などを通して地域の農業を支えていきたい」と、今
後の心意気が示されました。


